
 

 

 

 

 

 

 

平成２２年１１月５日、中之島ガーデンブリッジを中心に JAZZ をテーマとしたイベントが開催され

ました（主催：中之島ガーデンブリッジ実行委員会）。 

タイトルにある「JAZZ」ライブは、橋の北側に位置する堂島公園と京阪中之島線の大江橋駅コンコー

スで開催され、橋上では花と光のプロムナードが、大江橋駅東側コンコースでは堂島米会所タイムトラ

ベル（パネル展示）と「淀屋物語」の紙芝居が行われていました。 

 

ガーデンブリッジ橋上 
イベントの主役である中之島ガーデンブリッジの橋上には、地域ボ

ランティアの方々が育成された寄せ植えプランターにほのかな光が

彩られ、ロマンティックな夜景を演出。また、高欄には４種のＬＥＤ

イルミネーションが据え付けられ、地域ボランティアの方々による来

訪者を対象としたアンケートが実施されていました。こうした地域に

よる協力体制がしっかりとつくられていることが、何よりも重要なこ

とであると感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真上）橋上の様子 

（写真上） 
地域の方々が制作した光のプランター 

（写真上）中之島ガーデンブリッジ 



ＪＡＺＺライブ 
大江橋西側コンコースで行われていたライブ

は、明るすぎるせいかムードという視点では屋外

には劣りますが、ゆっくりと演奏風景を楽しむに

はこちらがお勧めです。 

 

コンコースとは対照的に屋外の堂島公園で行わ

れていたライブは、ライティングされた橋をバッ

クにムード満点。観客が演奏者を取り囲み、観る

場所が確保できないほどの人気ぶり。逆にコンパ

クトな会場だからこそ、賑わいや臨場感が得られ

ていたように感じます。 

こうした取り組みが、今後は是非、橋の上で開

催できればと思われます。 

 

 

 

 

 

堂島米会所タイムトラベル（パネル展示）と淀屋に関する紙芝居 

デジタル機器の進歩が著しい現代。紙芝居とい

う手作り感にあふれ、人のぬくもりが感じられる

媒体は、逆に人々の関心を引き寄せるものである

と感じさせます。観客の大人も配られたアメをほ

おばりながら、しばし幼き日にタイプスリップし

た、そんな様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真上）大江橋西側コンコースでのライブ風景 
（写真下）堂島公園でのライブ風景 

（写真上）ボランティアによる「淀屋物語」紙芝居 
（写真下）大人たちも紙芝居に夢中 


